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はじめに
秦漢時代の文献史料および出土資料に「庶人」という名称が頻出する。
この「庶人」がいわゆる〝一般庶民〟と同義なのではなく、特殊な身分標識であるという解釈をいち早く提示されたのが、椎名一雄氏である。
（１）
椎名氏は、張家山漢簡「二年律令」の田宅給付規定に「庶人」という身
分が記載され、それが「公卒・士伍」という爵を持たない身分層と同じ量の田宅を給付 るこ を挙げる。そしてこの規定と「二年律令」の「傅」（徭役・兵役義務）の規定を比較すると、 「庶人」のみが「傅」の対象とされないことに注目する。
そのうえで椎名氏は「庶人」を「徭役・兵役義務・仕官から除外される
者」 と推定し、 「庶人」 とは一般 民」 （農民・賜爵対象者） では く、 「士」（戦闘参加可能者）でもない身分と論断する。さらにはその身分が漢代「七科讁（吏有罪、亡命、贅壻（入り婿 、賈人（商人） 、故有市籍、父母有市籍、大父母有市籍） 」という被差別身分の先蹤にあたると推測して、
この「庶人」という身分が生じた経緯をつぎのように説明された。
春秋時代中期に、被支配階級に属して戦闘に参加する義務を持たない
「庶人」に包摂されていた農民がすべて「傅」されて徴兵されるようになり、農民は「庶人」から脱して戦闘参加が可能な「士」身分に新規参入する。そして漢代になると、農民は必ず「傅」されて爵が与えられ、農民が「士」に属することが常態化する。それならば「庶人」は「戦闘に参加できない存在」 「徭役・兵役・仕官から除外される者 を表す法律用語と定義され、当然「庶人」には爵位所有者が含まれないことになる。それは爵を獲得する機会を持つ 士伍 公卒」とも区別さ る存在であり、いわば爵外身分として位置付けられる、と。
この解釈は、刑罰資料に頻出する「庶人」の解釈に大きく貢献する。た
とえば罪を犯した官人が「赦されて以て庶人と為る」 「贖して庶人と為る」という表現は、免罪されて〝一般庶民〟となったのではなく、 〝一般庶民〟より低 身分の「庶人」に落とされたとおぼしい。こ 「庶人」は公権を制限された身分標識と位置付けられるのである。
このような椎名氏の解釈を取り上げて、私は「出土法律文書と秦漢法制
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史研究」 （ 『歴史評論』六九九号、二〇〇七年）に紹介と小評を、また「書評：椎名一雄著「 「庶人」の語義と漢代身分秩序」 「漢代爵制的身分秩序の構造─「庶人」と民爵賜与の関係」 」 （ 『法制史研究』六〇号、二〇一一年）に論文評を執筆して、 「庶人」が特殊な被差別身分に当たるという氏の先駆的な解釈に賛意を示してきた。
とはいえ、つぎのような疑問が生じることも指摘している。それは「公
士」 「公大夫」などの爵位や「城旦」 隷臣 などの刑名、 「奴」 「婢」などの隷属身分、また「士伍」 公卒」などからなる身分表記は、出土資料中に「隷臣某 士伍某 「五大夫某」 「奴某」のように肩書き して記されるの 、なぜ「庶人某」という肩書きを記す資料が一つも見当たらないのであろうかという疑問である。
椎名氏は「庶人」を身分標識と考えて、二十等爵制度を順に下って無爵
者と刑徒が連なるように序列を作成し、漢代の基本的な身分序列が〝有爵称者─庶人─有労働刑名者〟からなると述べる。
……（省略） 、 「公乗（９級） 」 「五大夫（８級） 」 「官大夫（７級） 」 「公大夫（６級） 」 「大夫（５級） 」 「不更（４級） 」 「簪褭
（３級） 」 「上造（２
級） 」 「公士（１級） 」 「公卒」 「士伍」 「庶人」 「司寇・隠官」 「隷臣妾・収人」 「鬼薪白粲」 「城旦舂」…… 省略
氏が身分標識として序列化した肩書きのうち、文献・出土資料ともに
「庶人某」という例がなかなか見当たらない。すると「庶人」は爵位や刑名と同じ機能を持つ身分標識ではなく、あるいは何 ほかの機能を持つ別種の標識として使用されていた可能性も浮上す 。「庶人」に対して、ほかにも疑問はある。椎名氏は、 「公卒」と「士伍」
が現在は爵を所有していなくても、将来、軍功によって爵を獲得する権利をもつことから、両者を〝有爵称者〟という表現で分類し 「庶人」とは一線 画す。
（２）
そもそも「公卒・士伍・庶人」に分配される耕地と「宅」の
面積は同一であることから、この三者は同列に配置された。それならば、単純に見て〝有爵者─無爵者（公卒・士伍・庶人）─刑徒〟という序列と解することもできる。しかし同じ無爵 であるとはいえ、 「公卒・士伍」は将来の軍功 よって国家に貢献し得るが、 「庶人」は軍功によって貢献し得ない。それなのになぜ両者は同じ面積の耕地を支給されるのであろうか。彼らが土地支給量という点で同一の待遇を受ける理由は、軍功 有無という重要な差違がある以上、無爵者という条件のみでは説明し得ないであろう。 〝功績〟のない者に「公卒・士伍」と同等の耕地が支給されて不公平になる。そこには「庶人」が果たす何らかの〝功績〟が必ず存在するはずで る。
このような疑問を考慮するならば、 「公卒・士伍・庶人」のうち、 「庶人」
は軍功とも身分とも異 別の何らかの〝功績〟を挙げ得るこ によって序列の同位に配列されているに過ぎず、 とは「公卒」 「士伍」と別趣の標識である 考える可能性が生じる。そして先掲したよう 「庶人」を結節点として二十等〝軍功〟爵制の序列と労役刑 刑の序列 結び付けるという、何 も奇妙な身分序
列
（３）
は成り立たないように思われるのであ
る。（４）
椎名氏がいち早く「庶人」の重要性に着目し、それが〝一般庶民〟では
なく特殊な被差別身分であると看破されたことは学界に大きな寄与をもたらした。私は、その解釈をもう一歩掘り下げて、さらなる「庶人」の存在
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意義に迫る必要があると考えるに至った。そこで「公卒」 「士伍」 「庶人」と記載された資料の再検討を行ない、 「庶人」とはいかなる性質と機能を持った標識なのかを考えてみたい。その過程において、小論（下）篇
（５）
に述
べるように、 「庶人」と「士伍」 「公卒」の同異点、 さらには「司寇」 「隠官」「奴婢」との同異点についても明らかになるはずである。一
　「庶人」 「士伍」を考えるための視座
「庶人」に関する資料を検討する前に、小論の研究の視座について述べておきたい。以前、私は秦漢刑罰制度における司寇と「徒隷」につ て検討を加え、以下のように結論した。
（６）
まず司寇とは、 「刑徒の中でもっとも上位にあり、特定の職務に就くよ
う定められ、 田宅を所有して戸主となる権利、 王朝から賜与 受ける権利、子が「士伍」の身分に復帰する権利など、さまざまな優遇を受ける刑徒」である。
ついで「徒隷」とは、 「特定官署に隷属して職務を熟知し、あるいは技
術に熟練して技能者に等しい価値を持った刑徒」である。司寇と「徒隷」は一つの職場に継続してとどまり、その職に熟練したからこそ、一般の刑徒と区別されて野外の土木労働や輸送労働 徴発を回避される。王朝に貢献する者として賜与を受ける対象にすらなる。とく 「徒隷」は 隷臣・鬼薪・城旦 いう刑徒でありながら、官署に隷属する熟練者・技能者て、司寇に次ぐ優遇を受けるよう選び出された刑徒である。 「徒隷一部の奴婢も含まれる 考えられる。
この「徒隷」が司寇につぐ好待遇を受ける一番の理由は、彼らが一つの
官署・職場、あるいは主人のもとに継続して隷属することにある。雑多な刑役に不定期に従事させられる一般の「隷臣・鬼薪・城旦」とは異なって、司寇も「徒隷」も、特定の職役に継続して就く。 〝継続〟は、その刑徒に職務を熟知させ、効率と洗練をもたらす。そうであるからこそ、 〝身分〟上は「隷臣・鬼薪・城旦」のいずれかに属するとはいえ、 「徒隷」と称されて特殊な〝待遇〟を受ける。
すなわち秦漢時代の刑罰制度においては、一般刑徒の中に、特別な待遇
を受けるよう選抜された刑徒が存在する。それらの刑徒が好待遇を受ける理由は、いわば定職ともいえるような形態で官署の仕事（行政業務などのほかに、金工・木工などの技術職も含む）に従事し、官署 運営機構の一部を担って欠くべからざる人材と見なされたからなので 。
（７）
このような解釈を念頭に置いたうえで「庶人」と「士伍」に目を向けて
みると、このような「徒隷」と司寇の性質によく似 つぎ ような記述が存在することに気付く。（１） 「庶人」「庶人」の「庶」字は、 『説文解字』厂部に「屋下の衆なり」 （屋下衆也）とあり、後漢の許慎は「諸書
皆み
な曰わく、庶は衆なり、と」 （諸書皆曰庶
衆也）と注解する。 『説文通訓定声』豫部第九の「庶」字の「転注」では、『爾雅』釈詁下の「庶、 衆なり」 （庶衆也）と同書釈言の「庶、 侈なり」 （庶侈也）を引く。このように「庶」は〝多いこと〟を意味する。白川静氏「庶」と「諸」の音が近いことから、金文に「 人・庶右・庶民・庶士」
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などと記され、 「諸」に代わって「庶」字が使用されて「衆庶」の意味を含むようになったと説明されている。
（８）
たとえば『孟子』離婁章句下に、
孟子曰わく、人の禽獣に異なる所
ゆえん
以の者、幾
ほとん
ど希
すく
なし。庶民は之
こ
れを
去り、君子は之れを存す、と。（孟子曰、人之所以異於禽獣者、幾希。庶民去之、君子存之）
とあって、 後漢の趙岐は 「衆民義を去る」 （衆民去義） と注解しているから、まさしくこの「庶民」は「衆庶」の意味であろう。
ところが 「庶民」 には、 これらとは異なる解釈もある。 『国語』 周語上に、
王乃ち司徒をして咸
みな
公卿、百吏、庶民を戒しめ、司空をして壇を除
きよ
め
て籍せしめ、農大夫に命じて咸農用を戒しめしむ。（王乃使司徒咸戒公卿百吏庶民、司空除壇于籍、命農大夫咸戒農用）
とあって、ここに三国呉の韋昭は、
庶民、甸師氏の掌る所の民なり。王の籍田を耕耨するを主る者なり。（庶民、甸師氏所掌之民也。主耕耨王之籍田者）
と注解し、 「庶民」は、周王の籍田の管理を職掌とする「甸師」の官の配下の者であるとする。すると『国語』の本文に「公卿、百吏、庶民 と列記される「庶民」は、 〝官吏以外の一般庶民〟ではなく 甸師に属して籍田管理の業務に従事するが官ではない者、いわば官に属する〝民〟を意味する称謂であるといえよう。
さらに『国語』周語上には、この「庶民」と同じ性質を帯びた 人
の語が見え ことに注意しなければならない。
故に天子の政を聴
おさ
むるや、公卿より列士に至るをして詩を献じ、瞽を
して曲を献じ、史をして書を献じ、師をして箴し、瞍をして誦
とな
え、百
工を 諌め、庶人
8
をして語を伝え、近臣をして規
はか
るを尽くし、親戚
をして補察し、瞽 史をして教悔し、耆、艾をして之れを修
ただ
さしめて、
而る後に王焉
これ
を斟酌すれば、是
こ
こを以て事行なわれて悖
まど
わず。
（故天子聴政、使公卿至於列士献詩、瞽献曲、史献書、師箴、瞍誦、百工諌、庶人伝語、近臣尽規、親戚補察、瞽、史教悔、耆、艾修之、而後王斟酌焉、是以事行而不悖）
この文章は、周王が正しく政治を行なうために必要な属官や隷属者たち
の輔佐を列挙したものである。ここに見える「庶人」は、 当然、 民間の〝一般庶民〟ではない。 「百工」＝「周王の工房の職人たち」と「近臣」＝「周王の側近」の間に配置されていることも、 の「庶人」が周王に隷属する一部の者たちであることを物語る。とくに「瞽」＝盲目の楽人以下 列記された者たちは身体障害者を多く含み、それらがいずれも「賤 に属することに注意を喚起したい。いわば彼らは特殊技術を持った周王室直属の賤民たちである。これこそ唐代 「官戸」 「工戸」 「雑戸」の先蹤たる周時代の上級官賤民たちという とが きよう。
（９）
この「庶人」の職務である「伝語」について、韋昭はこのように注解す
る。
庶人は卑賤なり。時の得失の達するを得ざるを見るや、伝えて以て王に語るなり。（庶人卑賤、見時得失不得達、伝以語王也）
この「庶人」は、政治の得失が必ず周王の耳に届くべく、周王 耳目を
輔佐する職務を帯びた周王直属の官賤民と る。また韋昭は「近臣」に
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も「驂
僕8
の属なり」 （驂僕属也）と注記して、たんなる〝近臣〟ではない
ことを強調する。
このように見てくると〝もろもろ〟の意味のほかに、 「庶」字は〝官署
に属する者〟 の意味を含有することがわかる。 ただし 『国語』 の 「庶人」 「庶民」はいずれも周王に直属するものであるが、つぎに挙げる経書に散在する「庶人」は、一般の官署に所属する存在であることが注目に価する。
）（1
（
農田を制
くぎ
ること百畝。百畝の分、上農夫は九人を食
やしな
い、其の次は六人
を食い、下農夫は五人を食う。庶人の官に在るは、其の禄是
これ
を以て差
と為すなり。（制農田百畝。百畝之分、上農夫食九人、其次食六人、下農夫食五人。庶人在官者、其禄以是為差也）
『礼記』王制に見えるこの記述は、周において、王者が農夫に百畝の耕田を与えるさいの俸禄の基準を定める。後漢の鄭玄はこのように注記する。
庶人の官に在るとは府史の属を謂い、官長の除す所にして、天子国君に命ぜられざる者なり。（庶人在官謂府史属、官長所除、不命於天子国君者）
後漢の時代に地方長官から現地任命されて官署で書記の職務に従事して
いた者、すなわち皇帝の勅任官に当たる「長吏」ではない官秩三百石未満の「少吏」
）（（
（
がある。後漢時代において、鄭玄はこれが「庶人」に相当する
と考えたのであろう。この時代にも、皇帝に任命された者こそが〝 吏〟であり、地方 現地採用の少吏は〝民〟であって〝官〟ではないという周以来の認識が残存していたのではなかろうか。
そもそも「庶」は、 「正適」 （嫡子）に対して「庶孽」 （庶子） 、 「正饌」 （神
に供える飲食物）に対して「庶羞」 （単なる珍味・美食）のように正対物を伴って使用される文字でもある。
）（1
（
「諸」字を使用せずわざわざ「庶」字
に代えるのは、 たまたま音が近かったからではなく、 「官」 に正対する 「民」であって、 「官」になってはいないただの〝
民間人
〟
であることを強調し
ようとしたからではなかろうか。
白川静氏はつぎのように「庶」の会意を説明する。
）（1
（
广げん
と廿
じゅう
と火とに従う。广は厨房、廿は鍋など烹炊に用いる器。その下
に火を炊いて器中のものを烹炊し、煮ることを意味する字で、煮の本字である。
官署の中で働く民間人の典型が厨房で働く料理人であるとすれば、 「官
ではないが官に働く者」を代表して「庶」字が いると う想像もできよう。「官ではないが官に働く者」として「官」に正対する「民」であることを含有する「庶」字が選択使用され、 〝民〟＝「庶人」が「民の官に在る者」に当たるという解釈 、 つぎの『儀礼』喪服の「庶人は国君 為 す」 （庶人為国君）の鄭玄の注「民と言わずして庶人と言 。庶人或いは在官の者有り」 （不言民而言庶人。庶人或有在官者）に対する唐の賈公彦の疏議にも見られる。
庶人は府史、胥徒を謂う。経に民と言わずして庶人と言う。庶人或いは在官の者有りとは、在官の者に拠りて之れを言う。（庶人謂府史胥徒。経不言民而言庶人、庶人或有在官者、拠在官者言之）
公卒・士伍・庶人
  ──秦代軍功爵制度下の差別標識──（上）
─　　─20
「府史」 「胥徒」は、 『周礼』に列記される各官職に必ず記載される最下級の属官である。たとえば『周礼』天官序官の冢宰の項に冢宰の属官の構成が示され、そこに「府史・胥徒」の語がある。
治官の属、大宰は卿一人、小宰は中大夫二人、宰夫は下大夫四人、上士八人、中士十有六人、旅は下士三十有二人、府は六人、史は十有二人、胥は十有二人 徒は百有二十人。 （原文省略）
ここでも鄭玄はつぎのように注解している。
府は治蔵し 史 書を掌る者なり。凡
およ
そ府史皆な其の官長の自
みずか
ら辟除
する所なり。……。 （胥徒は）此れ民の徭役に給する者にして 今の衛士の若
ごと
きなり。胥は読みて諝の如し。其の才知有りて什長と為るを
謂う。（府治蔵、史掌書者。凡府史皆其官長所自辟除。……。此民給徭役者、若今衛士矣。胥読如諝。謂其有才知為什長）
賈公彦は鄭玄の注に「徒」の説明を補足した上で、周制において胥字の
付く官職はみな「才知」ある者の着任する職であったと説明する。また「府・史」は官長が採用した書記役であり、 「胥・徒」は徭役によって官署の最末端の雑事（賈公彦は歩き回る雑用の故に「徒」と謂う 解する）に従事する雑用担当に当たるとする。ただしそ 中で 才智」のある者は十人の「徒」を統率する「胥」となるとされ 。
胥は其の才知有りて什長と為り、徒は使役に給使す。故に一胥十徒なり。……。周室の内に胥と称する者多く、大胥、小胥、胥師の若きの類を謂う。什長に為らざると雖も、皆な是れ才智の称
たた
え有り。
（胥有其才知為什長、徒給使使役。故一胥十徒。……。周室之内称胥
者多、謂若大胥小胥胥師之類。雖不為什長、皆是有才智之称）
この 「才智」 の語が具体的にどのような能力を指すのか定かではないが、
識字能力と文書の処理能力であることは想像に難くない。 「胥」字をともなう周の官職がみな 「才智の称え」 を有するという注解を重視するならば、「官」ではない一般人でありながら「才智」ある者として「什長」の任務を担う「胥」は、徭役を宰領する官署において、徭役終了後に「府・史」の「史」として官署に採用される可能性も十分にあろう。 「府」六人に対して「史」十二人があるということは、 「一胥十徒 と同様に 一に「史」二人の補助が付くという業務形態と考えて良い。
いわば「府」 「史」 「胥」 「徒」の序列は、 徭役で官署の配下に入った〝民〟
をまず「徒」に配置して、文書行政の能力ある者を統率役 「胥 に抜擢し、さらに徭役終了後に官長が「史」に採用して、さらに能力 高 者「府」に採用することからなる。これら四者のうち「胥」以上の三者はたんに書記役採用の能力段階を示す序列に過ぎず、それらに細かな職掌の別が厳密 決まっているわけではないと考えて良いであろう。
先掲の『儀礼』喪服の一節に付せられた賈公彦の疏議は、 「府・史・胥・
徒」が「官ではないが官に働く者」という意味 含有する「庶人」に相当すると注解していた。周の 署においては、それら書記役が「民」 身分のまま採用されて 「官」 の業務に従事し、 四段階を経て正式な勅任官 「下士」に採用される。 「士」と「府」の間には厳格な区別が存在し、 下士」以上に任命されないかぎり、その者は「庶人」なのである。
）（1
（
このような周制が春秋・戦国時代を経て、秦・漢王朝に理念として継承
されていたと考えるならば、少なくとも秦漢時代の資料に現れる「庶人」
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とは、軍功を挙げ得ないかわりに、官署（中央・地方）の末端に隷属して専門的な職務に従事することで〝功績〟を挙げ得る存在であると考える余地が生じる。それゆえ後掲する張家山漢簡
）（1
（
に規定されるように、軍功を挙
げ得る「公卒」 「士伍」と同じ耕地面積を支給されるのである。そしてなぜ軍功を挙げ得ないのかとい ば、 「戦闘に参加できない存在」に身分を落とされたからというよりも、彼らは官署の運営に不可欠な存在なので、軍役に徴発されては困るからではなかろうか。この点は、拙
稿
）（1
（
で述べた
「徒隷」が「大動員」によって遠隔地の労役に緊急徴発されるとき、一般の刑徒よりも遅く徴発されていち早く解放されることと根を同じくするといえる。
また後掲するように、張家山漢簡「二年律令」には「庶人以上」という
表現が頻出す
）（1
（
。これは二十等〝軍功〟爵制の序列において「庶人」より
も上位の身分──先に椎名氏が整理された身分序列のうち 司寇以下の刑徒を除いたもの─ に限定されるのはなく、 まざまな たちで国家に〝功績〟を挙げ得る者で「庶人」以上の身分にある者を指す表現であると思われる。この場合、主家にのみ〝功績〟を挙げる私奴婢などが除外さるのであろう 官署に属して職務に従事する者、軍事に参加する者、またそのほかの要素によって国家に貢献する者たちを総称して「庶人以上」の語があるのではなかろうか。
このような「官ではないが官に働く者」という視座から、次章では出土
資料を中心に検討を加えることにするが、先に一つだけ出土資料を見 みると、やはり「庶人」に「官に働く者」という要素が看取される。睡虎地秦簡「法律答問」
）（1
（
一〇八条（一二五・一二六簡）を見てみよう。
人を将司して
亡にが
し、能く自ら捕う及び親しく
智し
る所捕うるを為すは、
除きて辠
つみ
毋し。已
すで
に刑せらるるは隠官に処す。●何
いか
なる辠をか隠官に
処すを得るや。●群盗赦
ゆる
されて庶人と為り、盗械の囚の刑辠以上を将
いて亡
にが
すは、故
もと
の辠を以て論じ 斬左止して城旦と為す。後に自ら亡
す所を捕うれば、是れ隠官に処すと謂う。●它
ほか
の辠の群盗に比するは
皆な此
か
くの如し。
（将司人而亡、 能自捕及親所智為捕、 除毋辠。已刑者処隠官。●可 （何）辠得処隠官。●群盗赦為庶人 将盗戒（械）囚刑辠以上亡、 以故辠論、斬左止為城旦。後自捕所亡、是謂処隠官。●它辠比群盗者皆如此）
この問答は、肉刑を加える城旦刑に処せられたのちに労役刑を免除され
た者は「隠官」として官に収容されるが、この「隠官」とはいかなる処置かという質問があり、その回答として、群盗罪（集団の盗犯罪。戦国時代の秦では斬左趾城旦刑、前漢では磔刑
）（1
（
に処せられた）を犯して斬左趾城旦
の労役刑に処せられるべき者が処刑前 免罪 て「庶人」となり、肉刑を加える労役刑の刑徒の見張り役「将司」を勤め いたところ、刑徒を逃亡させてしまい、結局先に免罪された斬左趾城旦に処せられたが、のちに自ら逃亡刑徒を捕らえたため、再び斬左趾城旦の労役 を免除されて「隠官」として収容されたことを例に挙げ 。
ここで注目すべきことは、斬左趾城旦刑を免除されて「庶人」となった
者が労役刑徒の見張り役となり、官の仕事を行なっている点である。たまたま刑徒の見張り役の職務を得ていた可能性もないわけではないが、次章に挙げるその他の資料にも「庶人」が何ら 職務に就いていた痕跡 看取されるのである。
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また「隠官」の詳細についても次章以降に検討を加えるが、 「庶人」が
「官に働くが官ではない者」に当たると考えたとき、官に働いていた「庶人」が肉刑を経て免罪されたばあいに「隠官」として収容されるのであって、肉刑に処せられ 誰もが「隠官」になり得るわけではない可能性も浮上する。先に拙稿に指摘したよう 、 「隠官」は「徒隷」 「司寇」と同様に技術を身 つける義務があるからで る。次節に挙げる張家山漢簡の「公卒・士伍・庶人」 列記する土地支給規定 おいて、 「司寇・隠官」が支給面積を等しくすることもこの観点から説明 得ないであろうか。
このように 「官ではないが官に働く者」 という視座を持 ことによって、
「公卒・士伍・庶人」 「司寇・隠官」の実態 新たな側面から明らかにされる。つぎに「士伍」と 」に対する視座について述べてみよう。（２） 「士伍」と「公卒」まず椎名氏が前掲の身分序列の根拠とした張家山漢簡「二年律令」の
「戸律」を確認しておく。三一〇～三一三簡は吏民に「田 を与える規定、三一四～三一六簡は「宅」を与える規定であり
）11
（
、ともに「公卒・士伍・庶
人」が同列に位置する。
関内侯九十五頃、大庶長九十頃、駟車庶長八十八頃、大上造八十六頃、少上造八十四頃、右更八十二頃、中更八十頃、左更七十八頃、右庶長七十六頃、左庶長七十四頃、五大夫廿五頃、公乗廿頃、公大夫九頃、官大夫七頃、大夫五頃、不更四頃、簪褭三 上造二頃、公士一頃半頃、公卒、士伍 庶人各々一頃、司寇 隠官各々五十畝。不幸に死するは、其の後をして先に田を択
えら
ばしめ、乃ち其の余を行なう。它の子
男戸を為
つく
らんと欲すれば、其の……田を為すを以て之れを予
あた
う。其れ
已に前に戸を為りて田宅毋く、田宅盈
みた
さざるは、以て盈すを得。宅比
せざれば、得ず。 （ 「二年律令」三一〇～三一三簡、原文省略）宅の大いさ方卅歩。徹侯百五宅を受け 関内侯九十五宅、大庶長九十宅、駟車庶長八十八宅、大上造八十六宅、少上造八十四宅、右更八十二宅、中更八十宅、左更七十八宅、右庶長七十六宅、左庶長七十四宅、五大夫廿五宅、公乗廿宅、公大夫九 官大夫 宅、大夫
315五宅、不
更四宅、簪
褭
三宅、上造二宅、公士一宅半宅、公卒、士五（伍） 、庶
人一宅、司寇・隠官半宅。戸を為らんと欲するは、之れを許す。 （ 「二年律令」三一四～三一六簡 原文省略）
両規定ともに「公卒・士伍・庶人」は同等の土地を支給されるが、三者
の記載順序（公卒→士伍→庶人）の順に序列の上下があるのであろう。
）1（
（
前
節では「公卒・士伍」が軍功を挙げ得る存在であり、 「庶人」は軍功とは別趣の功績を挙げ得ることで、それぞれ土地支給量を等しくすると推測したが、やはり軍功は別趣の功績よりも幾分高く評価されると思われ 。
ただ「公卒」と「士伍」の序列の上下の理由が定かではない。しかし前
節と同様に、 「官に働くが官ではない者」が「庶人」とされ、勅任官である「士」以上に任命されないかぎり「庶人」と見なさ ること、 そして「庶人」は卑賤扱いされることを念頭に置くと、 「公卒」と「士伍」の区別はつぎのような視点が重要になる。（２） Ａ
　「士」と「士伍」 、 「公卒」と「士伍」
まず注意すべきことは、罪を犯した有爵者が奪爵されて「公卒」ではな
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く「士伍」に落とされた事例が見出されることである。つぎの『漢書』巻五景帝紀元年（前一五六）秋七月の詔は、官吏の職務権限を悪用した収賄に関する立法を命じた詔 そ に対する廷尉と丞相 上奏文からなる。このうち、官吏が以前に就任していた官職を利用して賄賂を受け取った場合の処罰として、奪爵のうえ「士伍」に落とし、現任の官職から罷免す ことを定めた部分を見てみよ 。
廷尉信、丞相と議して曰わく、吏及び諸々の有秩、其の官属の監する所、治むる所、行する所、将
ひき
う所より受くも、其れ飲食に計償の費を
与うれば、論ずる勿
な
かれ。它の物、買うこと故
もと
より賤
やす
く、売ること故
より貴きは 皆な臧に坐して盗と為し、臧を県官に没入せよ。吏の遷徙、免、罷せられて、其の故の官属の将、監、治する所より財物を送るを受くは 奪爵して士伍と為し、之れを免ぜよ。無爵は、罰金二斤とす。受くる所を没入せしむるも、能く捕告する有れば、其の受くる所の臧を畀
あた
う、と。
（廷尉信、謹与丞相議曰、吏及諸有秩、受其官属所監、所治、所行、所将、其与飲食計償費、勿論。它物 若買故賤 売故貴、皆坐臧為盗、没入臧県官。吏遷徙、免、罷、受其故官属所将監治送財物、奪爵為士伍、免之。無爵、罰金二斤。令没入所受、有能捕告、畀其所受臧）
この立法案に対して、李奇の注と唐の顔師古の注がある。
李奇曰わく 有爵の者之れを奪い 士伍と為さしめ、有位の者は免官するなり、と。師古曰わく、此の説非なり。謂うこころ 其の爵を奪い、士伍と為さしめ 又た其の官職 免ず。即ち今の律の謂う所 除名なり。之れを士伍 謂うは、士に従う卒の伍を言うなり と。
（李奇曰、有爵者奪之、使為士伍、有位者免官也。師古曰、此説非也。謂奪其爵、令為士伍、又免其官職。即今律所謂除名也。謂之士伍者、言従士卒之伍也）
この顔師古の注釈には重要な指摘が二つある。一つは、この「士伍」に
落とす処分において、李奇が上級身分の者は唐律における「免官」と同じ処罰を受けると注解したのに対して、顔師古はそれを否定し、 士伍され官職 免じられることは唐律の「除名」に当たると指摘したこと、もう一つは、 「士伍」とは「士」のもとに配備されて働く五人の「卒」であると指摘したことである。
まず後者の「士伍」と「士」の関係について述べておきたい。従来、 「士
伍」とは「無爵者」と同義と解釈さ てきた。た えば二〇〇〇年に公刊された張家山漢簡「二年律令」釈文
）11
（
発表の前までの日中の睡虎地秦簡研究
の集大成として位置付けられる、松崎つね子氏の『睡虎地秦簡』では
）11
（
「士
伍」が以下のように説明されてい 。
　
多数の庶民は爵位とは無縁であり、その場合は無爵を示す「士伍」
を名前の前に付した。爵位を持っていないことを表示するということでは爵制内 用語である
また渡辺信一郎氏も「傅」 （成人して徭役・兵役義務を負う と）され
た者はみな「士伍」となると解され
）11
（
、椎名一雄氏も「一般民が士伍以上の
爵称を有する」と述べられている
）11
（
。
しかし顔師古の注は「士伍」とは 士 に〝従う〟 「卒」の「 であ
ると述べる
）11
（
。すなわち「公卒」 「庶人」 「隠官」と刑徒以外のすべての無爵
者、とくに一般庶民がみな「士伍」の身分標識を所有していたのではな
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かった可能性が浮上するのである
）11
（
。
ここで「士伍」が「士」のいわば〝従卒〟たる職務を有して「伍」を組
んでいたことは注目に価する。 「士伍」もまた特定の職務に従事する存在であることが看取されるからである。「士伍」が「卒」の身分にあり〝従卒〟たる職務を帯びるべき義務を付帯していたのなら、 「公士」 「公卒」より下方に位置して区別される理由も自ずと明快になる。つまり爵位を有する公士以上の「士」ではなく「卒」の身分にあるのが「公卒」 「士伍」であり、 「公卒」は特定職務を持たない「卒」身分であるのに対して、 「 伍」は〝従卒〟という職務を帯びた「卒」身分なのである。当然「士」に隷属して使役される「卒」の方が身分は低い。それゆえ「士伍」は「公卒 の下位にある。そしてその下位に「庶人」が位置するのは、 「傅」 （徭役・兵役義務）か
ら除外された「庶人 が「卒」にすらなり得な からである。
先に私は周制において「庶人」が「士」の直下に位置することを述べた。
しかし秦・漢制においては「士」と「庶人」の間に 卒」身分が 出土資料に「公卒」の事例がなかなか見出されない 、出土資料に頻出す「士伍」は「卒」身分であり、しかも「士」に隷属して〝従卒〟となる存在であることを念頭に置けば、その「卒」にすらなり得な 庶人 にさらなる労働義務 身分的制約が付されていたことは想像に難くないであろう。
それでは「士伍」でも「庶人」でもない無爵者はいかなる身分標識を有
したのかいえば、 行政文書に肩書きの事例がなかなか見出されない 「公卒」ではなかろうか 「公卒」は有爵者 ら降格された者を一切含まず、爵獲
得以前の「卒」のみが所有できる身分標識に当たると考えれば、国民皆兵制を採る秦において「傅」された者はみな「公卒」の身分を得ていたことになる。それならば「公卒」の用例が当時の行政文書に頻出しそうなものであるが、 「士伍」ではない「卒」がみな「公卒」である以上、有爵者から降格されて「士」に隷属した「士伍 は肩書きを特記する必要があるが、「公卒」の肩書き表記は省略して特に記さなくてもよい慣例があったのではなかろうか。（２） Ｂ
　
唐の「免官」と「除名」
ついで顔師古注の重要な点は、 「士伍」とされ官職を免じられることが、
唐律の「免官」で く「除名」に当たると指摘したことである。
唐律の「除名」 「免官」さらには「免所居官」 「官当」という官人に適用
する刑事処分について詳述することは紙幅が許さないので、滋賀秀三氏唐の名例律の解説 頼ると「免官」と はつぎのような違 がある
）11
（
。
　
除名とは、官爵すべてを剥奪して庶人の身分に落し、六載の後でな
ければ再叙任を許さないとする刑事処分である。除名された者は再叙任までの間、基本的には官人 しての特権を失う。刑法上では──親族の蔭を援用しうることは別として──何らの特権を認められず、税法上においても課役を負担する。……。　
免官
・免所居官・官当は基本的に官人たる身分を奪うものではない。
免官によって職事・散官 双方を削られるけれども、三載 後にそれぞれ二等を降し 再叙任される。……。
公卒・士伍・庶人
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免官以下の処分を受けた者は再叙任まで現職を解かれ、定例拝謁の
資格等も停止されるけれども、なお官人たるの資格を失わない。勳官や歴任官が残っている場合にはそれはむしろ当然であるが、すべての官を削り尽くされた後においてもなお
潜在的に官人たることを失わ
ず、したがって税法上は課役を負担せず、刑法上では除外された以外の罪を贖することができる。 （傍線は筆者──石岡による）
すなわち唐制の「免官」 「除名」の刑事処分において、どちらも官爵を
剥奪されて現職の官を解かれることは同じであるが、 「免官」は「官人たるの資格」を失わないのに対して、 「除名」は「官人としての特権」をすべて失って一般庶民と同等 扱いを受ける。官人であった者にとっては大きな〝恥〟であろう。
顔師古は、漢代に有爵者──「士」身分の者が、無爵者──「卒」身分
の「士伍」に降格される処分に対して、 この「士伍」＝「卒」は爵位と 士」の身分を失うのみではなく、さら 何らかの権利を失う処分であることを知っていたからこそ、唐制における「免官」ではなく「除名」に当た と注記した である。
その何らかの権利が何か検討するうえで念頭に置くべきことは、 「士」
の〝従卒〟と て伍に編入させられることで 軍隊編成の中でも〝賤〟扱いされたことは想像に難くないから、それに もなって った権利 また少なくないであろう いうことである。前節に取り上げた「庶人」もつねに〝卑賤〟に属することが注記されて た 「庶人」と同様に刑罰免除のちの身分に当たる「士伍」は、 「公卒」に比べて、 「官」から負わされる義務がはるかに多かったのであろうし、そこから日常生活 おける制約も
少なからず生じていたと思われるのである。（上）篇のおわりに
以上、 「公卒・士伍・庶人」を検討するに当たって、まずその検討の視
座の一端を開陳した。小論に繰り返し述べ ように、こ 検討の視座は、「徒隷」と司寇について検討した拙
稿
）11
（
の結論──「特定官署に隷属して職
務を熟知し、あるいは技術に熟練して技能者に等しい価値を持った刑徒」として「徒隷」と司寇が特別な位置にあること──を敷延して、新たな視角から、爵位と刑徒名に属さない秦漢時代特有の身分標識がいかなる性質を持つ身分からなるのかを考えてみることにある。
この検討を通じて最終的に明らかにしたいことは、つぎのような問題で
ある。すなわち唐代までに成立する「官戸」 「雑戸」 「工戸」などの上級技能官賤民の先蹤が「徒隷・司寇・隠官」などであれば、秦の身分制度・労役刑制度に唐代官賤民の先蹤がすでに濃厚に現れ い するとそれらが如何にして唐代官賤民の系統 収斂していくのかという問題が生じる。
またこれら技能官賤民の先蹤たちが最初の整理・統合を受けるのは、前
漢文帝一三年（前一六七）の刑罰制度改革 それ以後の改革であると推測される。というのは、文帝の肉刑廃止と有期刑化の立法案が、各種労役刑を渡り歩いたうえで解放されるという、なんとも複雑な手続きを提示している理由は、刑徒のみ はなくこれら官賤民の先蹤たちも対象とする〝身分制度改革〟を含んでいたからではないか、と考える余地があるからであ
公卒・士伍・庶人
  ──秦代軍功爵制度下の差別標識──（上）
─　　─26
る。
このように小論の視座が如何なる方向を向いているのかを明らかにした
うえで、 （下）篇では、出土資料を中心として、これらの身分標識について検討を加え ことにしたい。注（１）
　
椎名一雄ａ「張家山漢簡二年律令にみえる爵制─「庶人」の理解を中心
として」 （ 『鴨台史学』六号、二〇〇六年） 、椎名一雄ｂ「 「庶人」の語義と漢代の身分秩序」 （ 『大正大学東洋史研究』創刊号、二〇〇八年） 、椎名一雄ｃ「漢代爵制的身分秩序の構造─「庶人」と民爵賜与の関係─」 （同誌二号、二〇〇九年）を参照。ほかに椎名一雄ｄ「秦漢律令と爵制的秩序の関係」（ 『三康文化研究所年報』四〇号、二〇〇九年） 、椎名一雄ｅ「辺境漢簡にみられる爵位事例へ 一考察」 （ 『大正大学大学院研究論集』三四号、二〇一〇年）がある。
（２）
　
右注１椎名一雄ｃ論文。
（３）
　
この序列の末尾に刑徒名が列記されているのは、 「徒隷」を「隷臣妾・鬼
薪白粲・城旦舂」の総称と考えたことによる。筆者はこの考え方を採らず、「徒隷」 とは 「隷臣・鬼薪・城旦」 から選抜された技術ある刑徒と解している。石岡浩「秦漢代の徒隷と司寇─官署に隷属する有職刑徒」 （ 『史 雑誌』一二一編一号、二〇一二 。
（４）
　
鷹取祐司「秦漢時代の刑罰と爵制的身分序列」 （ 『立命館文学』六〇八号、
二〇〇八年） 。
（５）
　
二〇一四年公刊の本誌に掲載予定。
（６）
　
右注３石岡論文参照。石岡浩「秦の冗隷妾と更隷妾──生活形態からみ
た労役刑徒──」 （ 『法史学研究会会報』一六号、二〇一二年）も参照。
（７）
　
右注３石岡論文において、これを唐 上級官賤民──「官戸 「雑戸」
「工戸」などの先蹤と考えた。この説の妥当性について、唐代身分制の研究の視点から御批判をいただければ、喜びに堪えない次第である。
（８）
　
白川静『字統』新装普及版（平凡社、一九九四年） 。
（９）
　
律令研究会編『訳註日本律令』五唐律疏議訳註篇一、名例律二八条「工
楽雑戸」条の滋賀秀三氏による解説を参照。
（
10）　
椎名一雄氏は「庶人在官者」を「庶人で官位を有する者」と解し、 「府史」
が漢代の「斗食・佐史」に当たるとする注（ 『孟子』万章章句下「庶人在官者」の趙岐注）から を「官位」と見なして、斗食・佐史で爵位を有しない者が「庶人」に当たると解されている。右 １椎名一雄氏ｂ論文を参照。ただ注が存在するとはいえ、 官秩百石に満たない 「斗食・佐史」 が 〝官位〟といえるか否かという疑問が残る。小
論は「庶人在官者」を「庶人で
官署8
に働く者」と解し、徭役などで官署に徴発された〝民〟が含まれると
いう注を採用 た。
（
11）　
小論は、官秩三百石以下で地方官庁の任命になるいわゆる〝少吏〟は、
「官」とはいえないと考える。
（
12）　
右注８白川氏著書の「庶」の字解を参照。
（
13）　
右注８白川氏著書の「庶」の字解を参照。
（
14）　
この発想は、福井重雅氏 漢代官吏登用制度研究において、三百石以上
と未満にさまざまな越えがたい壁が存在するとされた研究成果から、多くの裨益を得ている。福井重雅『漢代官吏登用制度の研究』 （創文社 一九八八年）を参照。
（
15）　
張家山漢簡「二年律令」戸律。二年律令は呂后二年（前一八六）までの
律令を含む法制資料と れ 「二年律令」 「奏讞書」を含む張家山漢簡の発掘報告書に、張家山二四七号漢墓竹簡整理小組編『張家山 墓竹簡〔二四七号墓〕 』 （文物出版社、二〇〇一年） ある。釈文・簡番号はそれによるが、釈文を変えた箇所もある。
（
16）　
右注３石岡論文。
（
17）　
小論（下）篇に資料を挙げて詳述する。
（
18）　
睡虎地秦簡の釈文と簡番号は、睡虎地秦墓竹簡整理 組編『睡虎地秦墓
竹簡』 （文物出版社、一九九〇 にしたがうが、私案によって釈文を変えた部分もある。法律答問の条文番号は、松崎つね子『睡虎地秦簡』 （明徳出版社、二〇〇〇年）による。なお重文記号を文字に置き換えて表記し「●以外の記号をすべて省略した。
（
19）　
石岡浩「収制度の廃止にみる前漢文帝刑法改革の発端──爵制の混乱か
ら刑罰の破綻へ──」 （ 『歴史学研究』八〇五 二〇〇五年） 、石岡浩「秦の城旦舂の特殊性──前漢文帝刑法改革のもう一つの発端──」 （ 『東洋学報』
公卒・士伍・庶人
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八八─－二、二〇〇六年）を参照。
（
20）　
宮宅潔氏は「二年律令」の法規定を前漢初頭の社会の実像として鵜呑み
することの危険性に注意を喚起される。氏は「二年律令」の機械的ともいえるこれら田宅支給の規定 例にとって、その実効性に疑問 余地が残り、その検討から得られた結論がわずかな文献史料となかなか整合しないことを挙げられている。宮宅潔「漢初の二十等爵制─民爵に付帯する特権とその継承」 （冨谷至編『江陵張家山二四七号墓出土漢律令の研究』論考篇、朋友書店、二〇〇六年）
（
21）　
椎名氏・鷹取氏の論考を含めて、この三者に上下の序列がないとする研
究は管見に入らない。
（
22）　
右注
15張家山二四七号漢墓竹簡整理小組編著を参照。
（
23）　
右注
18松崎つね子氏著書第二章８「爵制について」 。
（
24）　
渡辺信一郎『中国古代国家の思想構造──専制国家とイデオロギー──』
（校倉書房、一九九四年） 。
（
25）　
右注１椎名氏論文ｂ。
（
26）　
前節に挙げた『国語』周語上の韋昭注において「庶民は、周王の籍田の
管理を職掌とする「甸師」の官の配下の者であ 」と注記されたことも参考にされる。上級者の支配下に入ることが共通す である。
（
27）　
爵位を持たない者の肩書きとして、睡虎地秦簡には「男子某」の記述が
散見する。松崎つね子氏は「爵位が確定できない場合、……、本人 証言にもとづいて公士と記録しても、役所が受け入れた段階は「男子」な である」とされ、正式な肩書きと 見なされていない。右注
18松崎つね子氏
著書第二章８「爵制について」 。
（
28）　
律令研究会編『訳註日本律令』五
　
唐律疏議訳註篇一
　
名例律二一条「除
名者」条解説。
（
29）　
右注３石岡論文。

（客員研究員・東洋大学非常勤講師）
